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健
康
第
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洋
）

家
族
と
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
、
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
（
勝
己
）

家
族
で
楽
し
く
食
事
が
出
来
ま
す
様
に
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伸
泰
）

マ
ザ
ー
牧
場
に
行
き
た
い
で
す
。
　
（
哲
）

来
年
の
三
月
で
卒
業
（
自
立
）
区
役
所
目
標

に
就
職
。
支
援
に
負
け
な
い
。
　
（
順
二
）

何
時
も
通
り
帰
宅
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諒
）

毎
日
の
運
動
を
頑
張
っ
て
、
健
康
に
過
ご
し

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
直
行
）

お
し
ご
と
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
（
康
恵
）

加
工
棟
の
お
仕
事
を
無
理
な
く
頑
張
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
千
代
）

エ
ン
ジ
ン
ぶ
る
ぶ
る
絶
好
調
！
　
（
潤
子
）

お
い
し
い
物
を
食
べ
た
い
で
す
。
（
香
織
）

元
気
に
過
ご
し
パ
フ
ェ
が
食
べ
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祐
子
）

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
恵
）

ケ
ー
キ
ク
ッ
キ
ー
の
工
場
に
行
け
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
本
を
見
て
行
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
子
）

い
っ
ぱ
い
ド
ラ
イ
ブ
に
行
け
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
純
子
）

今
年
も
石
鹸
班
の
お
仕
事
が
ん
ば
る
ぞ
！

エ
イ
・
エ
イ
・
オ
ー
!!
　
　
　
　
（
雅
子
）

こ
と
し
は
お
ん
せ
ん
に
い
け
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
砂
子
）

家
族
皆
で
過
ご
せ
る
日
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
子
）

皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
、

お
話
も
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
（
文
子
）

マ
イ
サ
ポ
ー
ト
に
行
き
美
味
し
い
物
を
沢
山

食
べ
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
（
あ
け
み
）

い
っ
ぱ
い
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
子
）

一
生
懸
命
何
が
あ
っ
て
も
諦
め
な
い
心
、
や

る
気
の
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
る
。
（
由
紀
）

元
気
い
っ
ぱ
い
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
し

ま
す
☻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侑
子
）

健
康
で
、
皆
と
仲
良
く
、
今
ま
で
出
来
な
か

っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
年
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
伸
）

毎
日
楽
し
く
、
美
味
し
く
、
元
気
に
過
ご
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
崇
嘉
）

グ
ル
ー
プ
実
習
休
ま
な
い
で
頑
張
り
ま
す
。

休
ん
で
外
作
業
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
巳
）

お
仕
事
を
今
年
も
一
年
が
ん
ば
り
ま
す
！
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俊
哉
）

家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
明
）

体
調
を
崩
さ
ず
健
康
に
過
ご
し
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陽
一
郎
）

大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
に
日
々
を
楽

し
く
過
ご
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
清
）

毎
日
楽
し
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
賢
治
）

オ
シ
ャ
レ
で
シ
ブ
イ
、
い
す
み
の
タ
ク
ヤ
!!

笑
顔
の
多
い
一
年
に
し
ま
す
。
　
（
拓
也
）

家
族
と
過
ご
せ
る
時
間
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
功
博
）

家
族
皆
と
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
人
）

健
康
第
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勇
）

健
康
第
一
。
親
孝
行
す
る
ぞ
!!
　
（
伸
和
）

た
く
さ
ん
お
で
か
け
し
た
い
で
す
。（
知
之
）

毎
日
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
　
　
（
肇
）

美
味
し
い
物
を
沢
山
食
べ
た
い
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
龍
司
）

毎
日
楽
し
く
、
美
味
し
く
、
元
気
に
過
ご
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
作
）

い
つ
も
の
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
行
）

家
族
と
楽
し
く
、
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
郎
）

現
状
打
破
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
樹
）

健
康
一
番
!
家
族
と
楽
し
い
食
事
が
で
き
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
彦
）

日
々
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。
　
　
（
忠
弘
）

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
（
裕
輔
）

「
若
い
者
に
は
負
け
な
い
よ
」
最
年
長
で
も

元
気
い
っ
ぱ
い
!!
　
　
　
　
　
　
（
近
司
）

本
領
発
揮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
功
）

身
体
健
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陽
）

新
し
い
ゲ
ー
ム
が
欲
し
い
で
す
。
（
陽
介
）

健
康
第
一
。
美
味
し
い
物
を
食
べ
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
譲
二
）

痩
せ
て
、
美
味
し
い
物
を
沢
山
食
べ
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
夫
）

箱
根
湯
本
に
三
泊
泊
ま
り
ま
す
。（
美
由
紀
）

今
年
も
無
理
な
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麗
子
）

〈
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〉

私
た
ち
は
、
自
閉
症
を
中
心
と
し
た
知
的
障
が
い
者
の
明
る
い
未
来
を

開
く
た
め
、
総
力
を
上
げ
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
社
会
に
生
き
る
障
が
い
者
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

（
隣
人
）
と
し
て
、
利
用
者
と
と
も
に
歩
み
続
け
ま
す
。
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感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
し
ま
す
。
（
岩
瀬
　
祐
三
子
）

健
康
第
一
。
日
々
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
　
佳
代
子
）

ど
ん
な
時
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
　
友
希
）

利
他
愛
で
日
々
過
ご
せ
る
よ
う
に
精
進
♡
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
會
津
　
み
ど
り
）

「
寄
り
添
う
こ
と
」
を
追
求
す
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
是
枝
　
志
津
子
）

健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
高
　
由
希
子
）

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
年
に
。（
岩
瀬
　
紗
良
）

健
康
第
一
、
ゲ
ン
キ
・
元
気
に
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
が
ん
ば
り
ま
す
！
　
（
甲
木
　
秀
文
）

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
健
康
で

明
る
い
一
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
根
　
早
苗
）

頑
張
り
過
ぎ
ず
、
健
康
に
心
穏
や
か
に
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
。
　
　
（
吉
野
　
由
起
子
）

健
康
第
一
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
　
晃
）

早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
山
　
紀
夫
）

健
康
第
一
、
穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
（
八
木
　
三
枝
）

み
ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
　
伸
子
）

一
日
一
日
を
大
切
な
一
年
に
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
　
幸
子
）

G
I
V
E
R
で
あ
り
続
け
る
。
利
他
の
心
を

忘
れ
ず
に
ま
た
一
歩
前
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
　
七
生
）

健
康
で
働
く
為
に
、
貯
筋
を
つ
く
る
努
力
を

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
高
師
　
啓
子
）

健
康
に
気
を
付
け
て
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
澤
　
三
枝
子
）

一
日
一
日
を
利
用
者
と
共
に
穏
や
か
に
笑
っ

て
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
柴
　
さ
い
子
）

た
ん
ぽ
ぽ
の
皆
が
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る

お
手
伝
い
、
頑
張
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
木
　
は
る
み
）

一
年
間
皆
さ
ん
と
仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
浅
野
　
ト
シ
子
）

皆
さ
ん
と
共
に
毎
日
を
健
康
で
平
穏
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
山
田
　
礼
子
）

身
体
を
動
か
し
て
、
体
重
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
（
文
宏
）

り
っ
ぱ
な
お
ね
え
さ
ん
に
な
り
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
絵
）

仕
事
も
頑
張
り
、
楽
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

様
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
透
）

た
く
さ
ん
お
出
か
け
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
夫
）

毎
日
、
穏
や
か
に
過
ご
す
。
　
　
（
智
司
）

本
屋
に
い
き
た
い
。
マ
ッ
ク
に
い
き
た
い
。

テ
レ
ビ
に
出
て
み
た
い
。
安
倍
さ
ん
大
好
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
間
子
）

運
動
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
　
（
恵
里
子
）

健
康
に
気
を
付
け
て
丈
夫
な
体
で
働
け
ま
す

よ
う
に
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
雄
）

年
齢
に
負
け
ず
、
今
年
も
仕
事
が
ん
ば
り
ま

す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
好
）

お
仕
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
　
（
富
美
）

ご
は
ん
の
計
量
と
ほ
ぐ
す
の
を
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恵
里
）

け
が
を
し
な
い
で
お
仕
事
を
が
ん
ば
り
ま

す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
美
）

元
気
に
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堂
下
　
勉
）

全
て
を
敬
い
感
謝
を
。
　
　
（
長
沼
　
毅
）

皆
さ
ん
と
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
ま
す
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
　
早
苗
）

健
康
第
一
　
　
　
　
　
（
鶴
岡
　
田
鶴
子
）

万
里
一
空
　
　
　
　
　
（
大
屋
　
真
理
子
）

利
用
者
と
と
も
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
　
秀
一
）

感
謝
と
進
取
の
気
持
ち
を
大
切
に
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軽
込
　
進
一
）

今
年
の
お
酒
は
ビ
ー
ル
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

割
。
「
う
さ
ぎ
」
だ
け
に
レ
ッ
ド
ア
イ
!!
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
茂
　
正
和
）

利
用
者
様
、
そ
し
て
ご
家
族
様
が
安
心
し
て

日
々
を
過
ご
せ
る
様
に
、
日
々
尽
力
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
岡
　
彰
則
）

無
理
を
し
な
い
　
　
　
（
三
上
　
慎
一
郎
）

当
た
り
前
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
日
々
の

感
謝
を
忘
れ
な
い
。
　
　
（
田
辺
　
清
万
）

無
駄
な
時
間
を
減
ら
す
。
（
屋
代
　
精
一
）

報
恩
謝
徳
　
　
　
　
　
　
（
篠
崎
　
俊
克
）

健
康
第
一
、
楽
し
く
過
ご
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
城
　
正
直
）

健
康
第
一
。
　
　
　
　
（
佐
久
間
　
雅
也
）

運
動
と
子
育
て
頑
張
り
ま
す
。（
高
地
　
優
輔
）

怪
我
無
く
事
故
無
く
健
康
で
、
一
日
一
日
を

楽
し
く
過
ご
す
。
　
　
　
（
泰
居
　
容
一
）

健
康
的
に
生
き
る
。
　
　
（
三
神
　
颯
人
）

病
気
怪
我
無
く
過
ご
す
　
（
長
田
　
圭
司
）

健
康
第
一
　
　
　
　
　
　
（
末
吉
　
武
司
）

運
動
を
し
て
、
動
け
る
身
体
を
つ
く
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
木
　
崇
司
）

日
々
、
相
手
に
学
ぶ
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。
（
鈴
木
　
典
子
）

い
つ
で
も
い
い
波
に
乗
れ
ま
す
よ
う
に
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祖
一
　
陽
子
）

元
気
で
一
年
が
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
東
　
や
す
子
）

私
も
利
用
者
も
健
康
に
過
ご
し
、
頑
張
っ
て

歩
け
ま
す
よ
う
に
。
　
　
（
川
名
　
純
子
）

自
分
ら
し
く
前
進
で
き
る
一
年
を
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
ゆ
か
り
）

健
康
第
一
。
　
　
　
　
　
（
鈴
木
　
恵
美
）

健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
　
恵
里
子
）

健
康
第
一
で
一
年
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
平
　
浩
美
）
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

年
初
に
際
し
て
、
ま
ず
日
頃
よ
り
多
く
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

未
だ
に
コ
ロ
ナ
関
連
に
纏
わ
る
事
案
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
元
気
に
乗
り
越
え
て

い
ま
す
。
今
号
で
は
昨
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

幾
つ
か
紹
介
し
て
み
ま
す
。

〔
夢
が
か
な
っ
た
一
時
帰
宅
と
親
子
面
会
〕

昨
年
十
一
月
に
、
三
年
越
し
に
二
泊
三
日

の
「
一
時
帰
省
」
を
二
十
四
名
の
利
用
者
が

実
現
で
き
ま
し
た
。
都
庁
の
大
駐
車
場
で
の

親
子
再
会
に
は
保
護
者
の
皆
様
も
感
激
さ
れ

た
こ
と
と
察
し
ま
す
。
施
設
長
と
し
て
こ
の

三
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
で
最
大
級
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
現
し
た
思
い
で
す
。
ま
た
、

こ
の
期
間
に
帰
宅
は
で
き
な
い
代
わ
り
に
面

会
に
来
て
い
た
だ
け
た
ご
家
族
様
も
喜
ば
れ

ま
し
た
。
何
よ
り
幸
せ
な
ひ
と
時
で
し
た
。

〔
母
を
偲
ぶ
M
さ
ん
〕

コ
ロ
ナ
禍
中
、
親
を
失
っ
た
利
用
者
は
多

数
お
ら
れ
ま
す
。
M
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、

あ
す
な
ろ
学
園
、
こ
こ
ろ
み
学
園
を
経
験
し

て
満
を
期
し
て
い
す
み
学
園
開
設
当
初
か
ら

の
重
鎮
で
す
。
現
在
ま
だ
ま
だ
若
い
六
十
九

歳
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
六
月
に
母
親

を
亡
く
し
、
葬
儀
関
連
一
部
始
終
を
経
験
さ

せ
ま
し
た
。
M
さ
ん
の
悩
み
は
次
の
通
り
で

す
。
「
天
国
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
」
、

「
天
国
で
お
母
さ
ん
と
話
を
し
て
ま
た
戻
っ

て
き
ま
し
ょ
う
ね
と
伝
え
た
い
こ
と
」
、

「
お
墓
の
中
に
お
母
さ
ん
が
い
る
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
」
等
、
リ
ア
ル
な
質
問
も
含
め

て
日
々
奮
闘
し
な
が
ら
応
え
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
に
対
す
る
熱
い
想
い
、
会
い
た
い
気

持
ち
を
毎
日
必
死
に
訴
え
に
来
る
姿
に
は
天

国
の
お
母
さ
ま
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

〔
ボ
ー
ナ
ス
外
出
、
い
い
ね
！
〕

余
暇
支
援
で
は
毎
年
恒
例
の
一
泊
二
日
の

作
業
班
旅
行
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

各
種
行
事
の
代
替
え
や
、
お
楽
し
み
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
夏
と
冬
の
ボ
－

ナ
ス
外
出
は
人
気
度
№1
で
、
作
業
班
単
位
で

楽
し
み
ま
す
。
一
例
を
紹
介
す
る
と
南
房
総

市
に
あ
る
と
ん
か
つ
屋
さ
ん
で
は
、
人
気
店

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
店
主
さ
ん
の
ご
理
解
よ

り
貸
し
切
り
で
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
グ

ル
ー
プ
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
食
材
の

買
い
出
し
か
ら
調
理
ま
で
皆
で
奮
闘
し
て
厚

切
り
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
や
諸
々
い
た
だ
き
、

締
め
は
焼
き
そ
ば
と
カ
レ
ー
で
す
。
そ
の
他

に
も
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
駆
使
し
た
バ
イ
キ
ン

グ
等
、
職
員
の
思
い
入
れ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
の
家
三
十

周
年
記
念
式
典
を
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
元
の
方
を
お
招
き
し
て
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
て
地
域
社
会
と
の
連
携
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
歴
史
の
一
齣
と
な
っ
た
二
〇
二
二
年

で
す
が
、
昨
年
二
月
、
ロ
シ
ア
は
理
不
尽
に

も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

展
望
の
な
い
戦
闘
の
中
で
多
く
の
市
民
や
兵

士
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
年
を
明
け
た
現
在

も
泥
沼
の
戦
い
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
国
内
で
は
、
先
の
参
議
院
選
挙
で
応

援
遊
説
中
の
安
倍
元
総
理
が
凶
弾
に
斃
れ
る

と
い
う
驚
天
動
地
の
事
態
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
後
政
局
は
迷
走
を
続
け
、
世
界
的
な

物
流
障
害
や
円
安
・
ド
ル
高
に
よ
る
物
価
高

騰
の
波
が
私
達
の
日
々
の
生
活
を
圧
迫
し
て

お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
三
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
第
八
波
に
及
ぶ
変
異

株
の
襲
来
に
見
舞
わ
れ
、
マ
ス
ク
と
手
洗
い

と
身
を
屈
め
て
の
自
粛
生
活
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

ま
さ
に
、
内
憂
外
患
の
中
で
迎
え
た
二
〇

二
三
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
の
収
束

と
世
界
の
平
和
、
そ
し
て
平
穏
な
日
常
の
再

来
を
祈
る
心
、
切
な
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
激
動
の
一
年
、
学
園
で
は
二
度
に
わ

た
り
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
と
い
う
厳
し
い
体
験

を
し
ま
し
た
が
、
施
設
長
の
的
確
な
指
揮
の

下
、
職
員
の
献
身
的
な
看
護
と
感
染
防
止
対

応
に
よ
っ
て
、
一
人
の
重
症
者
も
出
す
こ
と

な
く
全
員
が
日
常
生
活
に
復
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
て
、
心
か
ら
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
面
会
自
粛
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
作
業
班
毎
の
「
家
族
面
会
日
」
を
開

催
し
、
久
し
ぶ
り
の
交
歓
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
と
か
以
前
の
学
園
生
活
を
取
り
戻
し
た

い
と
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
日
々
の
日
中

活
動
を
は
じ
め
、「
夏
祭
り
」
や
「
槇
の
里
祭
」

に
代
わ
る
「
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
二
泊
三
日
の
一
時
帰

宅
を
実
施
し
、
二
十
四
名
の
皆
さ
ん
が
久
し

ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
っ
て
、
ご
両
親
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
無
事
帰
園
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
師
走
に
入
っ
て
、
第
八
波
の
襲

来
を
受
け
、
三
度
目
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
と

な
っ
て
し
ま
い
、
三
年
振
り
の
開
催
を
予
定

し
て
い
た
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会
」
は
直
前
で
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
暮
れ
に
予
定
し
て
い
た
保
護
者
会

と
、
お
正
月
の
一
時
帰
宅
も
残
念
な
が
ら
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
染
し
た
皆
さ
ん
は
、
職
員
の
懸
命
な
看

護
に
よ
り
、
全
員
元
気
に
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
感

染
予
防
に
努
め
、
コ
ロ
ナ
収
束
の
時
を
待
ち

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
閉
塞
感
を
感
じ
る

こ
と
な
く
、
大
切
な
日
々
の
生
活
を
心
安
ら

か
に
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
年
が
穏
や
か
で

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
の
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
　槇
の
里
　い
す
み
学
園
　施
設
長
　
堂

下
　
勉

社
会
福
祉
法
人
　槇
の
里
　理
事
長
　
岡

部

一
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い
す
み
学
園
で
は
「
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
」
を
毎
年
受
審
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
第
三
者
の
目
か
ら
見
た
評
価
結
果

を
幅
広
く
利
用
者
や
事
業
者
に
公
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

向
け
た
事
業
者
の
取
り
組
み
を
促
す
事
で
、

利
用
者
本
位

の
福
祉
の
実

現
を
目
指
す

も
の
で
す
。

今
年
度
は

「
N
P
O
法

人
メ
イ
ア
イ

ヘ
ル
プ
ユ
ー
」

に
依
頼
し
九

月
十
二
日
に

利
用
者
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
十
月
五

日
、
七
日
に
は
経
営
層
・
管
理
職
へ
の
聞
き

取
り
調
査
も
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

は
「
と
う
き
ょ
う

福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
」
に
て
後
日

公
表
さ
れ
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
、
利
用

者
主
体
の
支
援
の

た
め
に
今
後
も
毎

年
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
（
支
援
主
任
　
岩
瀬
　
祐
三
子
）

平
成
十
年
の
定
員
増
と
共
に
増
築
・
設
置

さ
れ
た
新
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
平
均
的

な
耐
用
年
数
が
二
十
年
余
り
の
中
、
今
年
で

二
十
四
年
経
過
し
ま
し
た
。
延
命
に
必
要
な

部
品
で
あ
る
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
は
二
〇
二
〇
年

で
生
産
終
了
し
、
現
時
点
で
ジ
ャ
ッ
キ
が
交

換
で
き
て
も
、
今
後
不
具
合
が
生
じ
た
際
に

対
応
が
困
難
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
利
用

者
の
高
齢
・
虚
弱
化
は
こ
れ
か
ら
益
々
進
み
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
長

期
間
使
用
で
き
な
い
状
況
は
大
き
な
リ
ス
ク

と
な
り
ま
す
。
一
刻
も
早
い
改
修
が
不
可
欠

と
判
断
し
て
、
今
年
の
九
月
、
改
修
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

工
事
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
い
す
み
学
園

に
常
日
頃
か
ら
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
、

「
社
会
福
祉
法
人
清
水
基
金
」
様
の
助
成
金

を
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
工
事
は
順
調

に
進
行
し
十
月
末
に
完
工
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
以
前
に
も
増
し
て

快
適
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
何
十
年
と
大
切
に
利
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
事
務
長
　
長
沼
　
毅
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
、
い
す
み
学
園
利

用
者
は
多
少
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
有
り
ま
し

た
が
、
学
園
の
ご
努
力
に
よ
り
、
明
る
く
安

定
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
丸
三
年
続
い
て
い
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
一
時
の
感
染
下
火
も
有
り

又
、
旅
行
や
各
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
も
有
り
、

感
染
に
対
す
る
警
戒
感
が
多
少
慣
れ
つ
つ
あ

る
様
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
の
第
八
波
に

向
か
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
暫
く

警
戒
感
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
様
で
す
。

昨
年
い
す
み
学
園
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
感
染
利
用
者
の
体
育

館
で
の
隔
離
療
養
が
行
わ
れ
、
付
添
い
の
支

援
職
員
が
ご
家
庭
を
離
れ
て
職
員
宿
舎
に
泊

ま
り
込
ん
で
献
身
的
支
援
を
頂
き
、
そ
れ
以

上
の
広
が
り
が
無
く
収
束
が
出
来
た
事
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
い
す
み
学
園
は
、
こ
の
様

な
経
験
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
除
や
そ
の

支
援
体
制
が
、
更
に
充
実
し
て
来
て
い
る
様

で
、
保
護
者
に
は
大
き
な
安
心
感
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
保
護
者
会
で
は
、
職
員
の
隔
離

療
養
支
援
の
大
変
な
ご
努
力
に
少
し
で
も
報

い
る
事
が
出
来
れ
ば
と
、
付
添
い
支
援
職
員

に
対
し
「
コ
ロ
ナ
隔
離
支
援
給
付
金
制
度
」

を
設
け
、
さ
さ
や
か
で
す
が
応
援
の
気
持
ち

を
表
す
事
と
し
て
い
ま
す
。

又
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
者
の
外
出
や

面
会
が
制
限
さ
れ
る
中
、
昨
年
は
保
護
者
面

会
や
一
時
帰
宅
の
機
会
を
設
け
て
頂
き
、
短

い
時
間
で
す
が
、
親
子
兄
弟
で
心
温
ま
る
時

を
過
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
　

今
年
は
、
い
す
み
学
園
開
設
三
十
九
年
目

と
な
り
、
利
用
者
の
高
齢
化
に
直
面
し
て
お

り
、
年
々
体
力
の
低
下
に
伴
い
、
病
気
の
発

症
や
機
能
低
下
に
よ
り
、
医
療
や
介
護
面
の

支
援
の
比
重
が
増
し
つ
つ
有
り
、
学
園
に
そ

の
対
応
に
ご
努
力
頂
い
て
お
り
ま
す
。
又
従

来
の
作
業
中
心
か
ら
、
日
々
楽
し
く
充
実
し

て
過
す
事
が
出
来
る
様
な
生
活
の
変
化
に
も

取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
者
の
制

約
が
続
く
な
か
、
不
満
や
情
緒
の
安
定
を
欠

く
事
の
無
い
様
配
慮
が
な
さ
れ
、
学
園
内
行

事
や
お
楽
し
み
会
等
、
職
員
の
企
画
で
毎
月

の
様
に
利
用
者
と
共
に
楽
し
む
、
余
暇
活
動

が
定
着
し
、
保
護
者
会
で
も
飲
食
物
の
提
供

の
応
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
す
み
学
園
は
、
利
用
者
と
親
の
高
齢
化

及
び
高
齢
期
の
環
境
整
備
等
の
課
題
が
有
り

ま
す
が
、
利
用
者
が
現
在
の
仲
間
と
職
員
と

住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
活
が
送
れ
る
様
、
保

護
者
会
は
本
年
も
学
園
に
協
力
し
て
、
精
一

杯
努
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。

新
年
に
寄
せ
て
〜
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
〜

保
護
者
会
長
　
谷

島

慶

彦

第
三
者
評
価
利
用
者
調
査
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ご支援頂いた皆様に感謝します
　「グループホームさくらの家」は、開所30周年を迎えました。これまで入居された利用者は、現在入居中の5名
の外に3名。うち30年通しての利用者がお二人おります。また、現在の寮長は6代目で、その他複数の関係職員や
外部事業所のヘルパーさんとの出会いと別れがありました。個性豊かな利用者さんを中心に、すべてこの「さくら
の家」を通した縁あってのお付き合いの歴史と言えます。
　そんな関係者の皆さん、そして地元刈谷地区のご近所の方々、更には近隣商店や理容店、利用者の勤務先の皆々
様によるこれまでのご理解とご支援に対し、心より感謝申し上げます。ありがとうございます。そして、今後とも
どうぞよろしくお願い致します。

30周年を祝う会
　去る11月7日、いすみ学園の風川美術館にて「GHさくらの家　30周年を祝う会」を開催しました。当日はGHの
近隣の6名の住民の方々を招待し、利用者5名、保護者3名、学園からは岡部理事長他6名の職員が参加しました。
この会の目的の主旨は、「日頃からお世話になっている地域の方々への感謝」です。
　始めに、会に華を添えるべくいすみ学園の茶道クラブによる野点（美術館脇のバルコニー）のおもてなしからス
タート。日頃の活動の成果を招待者一人ひとりに披露しました。後に参加者の紹介と挨拶。利用者のそれぞれによ
る自己紹介もあり、笑いも交えた和やかな時間となりました。昼食を食べながら、さくらの家の30年の歴史や利
用者や職員とのお付き合いのエピソードなど、招待者から懐かしいお話を聞くことができました。
　終わりに、小島寮長と利用者から皆さんへの記念品の贈呈を行い。参加者全員での記念撮影。短い時間でしたが、
大変和やかな祝う会となりました。皆さん、お疲れ様でした。

【　透　さんへ】30年間ずっとさくらの家で暮らしてきた、ま
さに生き字引。透さんの膨大な記憶は、折に
触れて皆の支えとなり誇りでもあります。

【 一 夫 さんへ】父に手を引かれやって来たその日から、毎日
を丁寧に生きてきましたね。ここは一夫さん
の家です。だからきっと大丈夫。

【 智 司 さんへ】一番後から入居したことで皆に遠慮しがちだ
った智司さんも、今では肩を並べる存在です。
いつもお掃除ありがとう。

【 間 子 さんへ】道を歩けば「源氏のアイちゃん」と、地域の
皆様に愛される人気者。これからも太陽のよ
うにこの町を照らしてね。

【恵里子さんへ】三姉妹の長女である恵里子さんは、しっかり
者で心優しいお姉さん。年下の寮長をいつも
助けてくれてありがとう。

ありふれた毎日を、これからも　　　　　

　　沢山重ね続けましょうね。寮長　小島 七生

グループホームさくらの家が開設 30 周年を迎えました
GHサービス管理責任者　加 茂 正 和
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十
月
十
三
日
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
第
三
回
い
す
み
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
今
年
も

園
内
の
み
で
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

い
す
み
学
園
の
食
を
担
う
レ
オ
ッ
ク
の
協

力
で
、
お
祭
り
メ
ニ
ュ
ー
の
屋
台
を
出
し
て

貰
い
、
祭
り
の
楽
し
さ
を
味
覚
や
雰
囲
気
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

出
し
物
に
つ
い
て
は
今
回
、
利
用
者
の

方
々
が
主
役
に
な
れ
る
こ
と
を
し
た
い
と
考

え
、
各
作
業
班
か
ら
代
表
者
を
二
組
選
出
し

て
も
ら
い
、
い
す
み
学
園
の
ど
自
慢
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
員
も
用
意
し
、
各
々
渾

身
の
歌
唱
を
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
グ
ル
ー

プ
で
披
露
。
司
会
の
手
腕
も
あ
り
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
学
園
行
事
恒
例
に
な
り
つ
つ
あ

る
、
ダ
ン
ス
を
今
回
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲

「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ダ
ン
ス
」
を
職
員
有
志
が
披

露
。
利
用
者
の
方
々
も
巻
き
込
み
踊
り
、
会

場
を
興
奮
で
包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

本
来
は
保
護
者
の
方
々
も
交
え
て
行
っ
て

い
た
槇
の
里
祭
の
代
替
行
事
。
少
し
寂
し
さ

も
あ
り
な
が
ら
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る
行
事
を

提
供
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
に
保

護
者
の
方
々
と
楽
し
め
る
行
事
が
行
え
る
日

常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
支
援
員
　
三
神
　
颯
人
）

季
節
は
秋
へ
と
移
り
変
わ
り
、
食
欲
の
秋

を
迎
え
た
矢
先
、
学
園
に
嬉
し
い
お
知
ら
せ

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

近
隣
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
い

る
「
東
小
高
三
門
の
環
境
を
守
る
会
」
の
方

か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を
学
園
に
寄
付
し
た
い
と

お
話
が
あ
り
、
早
速
芋
掘
り
大
会
を
企
画
し

ま
し
た
。

当
日
は
利
用
者
六
十
名
と
職
員
で
畑
に
駆

け
付
け
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
掘
り
起
こ
し
な
が

ら
一
人
一
人
芋
を
手
で
探
り
当
て
な
が
ら
、

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
芋
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

大
き
な
芋
を
探
し
当
て
た
方
は
満
面
の
笑
顔

と
喜
び
の
声
が
畑
じ
ゅ
う
に
響
き
渡
り
、
収

穫
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
午
後
は
学
園
の
畑
で
焚
火
を
し
な

が
ら
堀
た
て
新
鮮
の
芋
で
焼
き
芋
大
会
を
行

い
、
甘
く
て
ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
芋
を
堪
能
し
、

美
味
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
　
　
（
支
援
主
任
　
田
邉
　
清
万
）

い
す
み
文
化
祭
を
終
え
て

い
す
み
文
化
祭
を
終
え
て

美
味
し
い
芋
掘
り
大
会

美
味
し
い
芋
掘
り
大
会
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二
手
に
分
か
れ
て
、
手
作
り
の
プ
リ
ン
と
白

玉
ぜ
ん
ざ
い
を
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
頂
い
て
、

今
回
も
和
気
あ
い
あ
い
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
支
援
委
員
会
は
地
域
共
生
の

考
え
の
も
と
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
支
援
主
任
　
屋
代
　
精
一
）

今
回
、
私
た
ち
地
域
支
援
委
員
会
が
取
り

組
ん
だ
三
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
つ
目
は
「
い
す
み
鉄
道
×
い
す
み
学
園

　
駅
周
り
を
お
掃
除
し
て
電
車
に
乗
せ
て
も

ら
お
う
！
」
で
す
。
近
隣
施
設
か
ら
お
話
が

あ
っ
た
企
画
で
す
が
、
十
一
月
十
六
日
、
大

原
駅
周
り
の
除
草
作
業
を
行
い
、
そ
の
お
礼

に
い
す
み
鉄
道
の
一
両
を
貸
し
切
り
、
今
回

十
九
名
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
乗
車
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

久
々
の
電
車
に
皆
さ
ん
自
然
と
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制

限
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
す
が
、
い
す
み
の

秋
の
景
色
を
車
窓
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
し
ば

し
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
い
た
感
謝
の

ポ
ス
タ
ー
、
及
び
当
日
撮
影
し
た
写
真
は
大

原
駅
構
内
に
掲
示
さ
れ
る
な
ど
、
い
す
み
鉄

道
と
繋
が
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
厚
意
に
感
謝
致

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。二

つ
目
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
に

よ
る
地
域
清
掃
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
見
合
わ

せ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
約
三

年
ぶ
り
に
実
施
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
十
月
十
六
日
は
さ
く
ら
の
家
の
メ

ン
バ
ー
で
国
吉
駅
、
十
一
月
二
十
七
日
に
は

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
の
メ
ン
バ
ー
で
上
総
中
川
駅

と
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
を
行
い
ま

し
た
。
終
わ
っ
た
後
の
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な

表
情
は
大
変
印
象
的
で
あ
り
、
達
成
感
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
い
く
ら
か
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
お
や
つ

パ
ー
テ
ィ
ー
」
（
第
二
弾
）
で
す
。
六
月
に

続
い
て
十
一
月
二
十
六
日
に
二
名
の
委
員
が

地
域
支
援
委
員
会
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平山紀夫

㈱
セ
ゾ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
・
伸
栄
興
産

㈱
・
勝
尾
三
奈
・
渡
辺
智
美
・
斉
藤
み
ね

子
・
川
西
一
寿
・
加
藤
潤
子
・
伴
良
子
・
矢

野
則
武
・
加
藤
誠
二
・
い
す
み
鉄
道
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
今
野
喜
信
・
皆
川
会
計
事
務
所
・

皆
川
明
良
・
渡
邉
洋
子
・
石
附
万
里
子
・
㈲

石
野
薬
局
・
平
な
お
こ
・
内
山
重
浩
・
河
住

美
穂
・
波
多
野
電
気
管
理
事
務
所
・
㈱
米
本

工
務
店
・
㈱
小
山
商
会
・
㈱
ビ
ー
ア
イ
エ

ー
・
原
井
清
子
子

令
和
五
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年

の
冬
は
寒
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん

な
寒
さ
の
中
で
も
い
す
み
学
園
は
温
か
な
空

気
が
流
れ
て
い
る
暮
ら
し
の
場
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
さ
ざ
な
み
担
当
　
末
吉
・
土
屋
・
是
枝
）

い
す
み
学
園
創
設
に
あ
た
り
、
東
京
地
検

特
捜
部
を
定
年
退
職
さ
れ
、
設
立
に
向
け
多

大
な
る
ご
尽
力
を
さ
れ
た
丸
浦
岩
夫
元
事
務

長
が
令
和
四
年
十
二
月
九
日
の
朝
方
に
九
十

五
歳
の
天
命
を
全
う
さ
れ
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
今
日
の
い
す
み
学
園
の
礎
を
築
か
れ
た

功
績
に
は
一
同
感
謝
し
、
丸
浦
元
事
務
長
か

ら
引
き
継
い
だ
教
訓
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

外
作
業
班
で

働
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
平
山

紀
夫
で
す
。

仕
事
を
早
く

覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
仲
良
く
し
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
!!

本
書
は
一
九
八
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
知
的

障
害
（
自
閉
症
）
を
抱
え
る
ご
家
族
の
ス
ト

ー
リ
ー
で
す
。
我
が
子
の
人
生
の
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
、
で
き
得
る
限
り
尽
く
さ
れ
て
き

た
道
の
り
の
変
遷
と
、
障
害
を
持
つ
兄
を
弟

の
視
点
を
通
じ
て
も
表
現
さ
れ
て
お
り
目
を

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
兄
弟
目

線
で
の
専
門
書
は
数
少
な
く
貴
重
で
す
。

文
中
よ
り
地
下
鉄
に
乗
車
中
の
出
来
事
を

は
じ
め
諸
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
少
な
か
ら

ず
い
す
み
学
園
の
保
護
者
に
も
共
通
し
た
母

親
の
苦
渋
で
し
ょ
う
。
世
間
の
冷
や
や
か
な

視
線
に
ど
れ
だ
け
切
な
い
思
い
を
さ
れ
て
き

た
か
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
よ
う

な
状
況
下
に
私
が
い
た
と
し
た
な
ら
ば
ど
う

す
る
べ
き
か
、
勇
気
あ
る
一
言
が
言
え
た
か

を
自
問
自
答
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
書

を
通
じ
て
障
が
い
者
支
援
に
携
わ
る
側
と
し

て
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
喜
び
を
感
じ
ま

す
。
障
が
い
特
性
と
は
言
わ
ず
、
そ
の
人
の

個
性
と
し
て
日
々
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
忘
れ
ず
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
支
援
員
　
長
田
　
圭
司
）

皆
様
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
御
寄
附
を
頂

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
後
と
も
尚
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

〈
寄
附
者
〉

・
植
草
学
園
短
期
大
学
・
江
川
佐
和
子
・
中

垣
徹
・
君
塚
悦
子
・
脇
和
美
・
瀬
田
武
久
・

㈲
市
原
ぞ
う
の
国
・
吉
田
茂
・
白
石
規
子
・

田
野
倉
和
枝
・
清
水
美
穂
子
・
石
井
く
み

子
・
三
上
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
・
尾
形
靜
江
・
堀

越
路
子
・
田
村
・
日
馬
亜
美
・
川
﨑
史
葉
・

山
田
・
黒
崎
仁
志
・
西
尾
知
江
子
・
金
子
大

輔
・
㈱
あ
ら
た
・
木
村
泰
美
・
立
花
英
子
・

コ
ロ
ナ
の
第
八
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
感

染
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ピ
ア
宮
敷
さ
ん
の
御

好
意
に
よ
り
い
す
み
市
岬
町
の
大
丸
木
工
所

様
主
催
の
作
品
展
示
販
売
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

い
す
み
学
園
は
利
用
者
さ
ん
が
毎
月
一
回

行
う
絵
画
教
室
で
描
い
た
個
性
的
な
絵
画
の

展
示
と
、
加
工
班
、
石
鹸
班
、
万
木
工
舎
、

陶
芸
ク
ラ
ブ
の
製
品
の
販
売
を
十
二
月
三
日

〜
一
月
五
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

地
域
社
会
と
の
連
携
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
事
、
声
を
掛
け
て
下
さ
っ
た
ピ
ア
宮
敷
さ

ん
と
大
丸
木
工
所
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
を
機
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
支
援
員
　
金
城
　
正
直
）

感
謝
録

題
字
は
　今
年
の
年
女
　米
丸
由
紀
　さ
ん
で
す
。

編
集
後
記

訃
報
の
お
知
ら
せ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

㈲
大
丸
木
工
所
主
催
　
　
　
　
　

　
　
　
作
品
展
示
販
売
会
の
報
告

図
書
コ
ー
ナ
ー


